
（別紙３）

～ 2026年　1月

（対象者数） 14 （回答者数） 14

～ 2026年　1月

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日々の業務の中で、支援重視の考え方を持ち、その他の部分

での効率化を図る事。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間、月間の計画等で表示する。

2

定期的に伝わるようにしていく。

3

非常時等の対応について、年に数回の避難訓練等をしている。

保護者に理解できる機会が少ないために、説明と内容が合致し

ていないため、何をしているのか伝わっていない。

プログラムの内容の中に、実施予定、結果等保護者への周知が

足りていない。

事故防止マニュアル、緊急対応マニュアルなどマニュアルの説

明等が不十分。

マニュアルの開示場所など、わかるようにしておく必要があ

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子どもたちが、楽しく通所できている。また、保護者の方々の

理解も得られている。

全体のプログラムに対して、子どもの状態を加味した個別支援

を入れていき対応している。

○事業所名 なごみ福祉会　ここから　児童発達支援

○保護者評価実施期間
2025年　12月

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　12月

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


